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○ 山形県病害虫防除所が８月 17日～19日に実施した「村山地域の水田内における 

すくい取り調査」では、斑点米カメムシ類の平均すくい取り虫数は 4.8頭（平年 1.1頭）  

と多い状況でした。 
 

○ 本年は７月中旬～下旬が日照不足であったことから割れ籾の発生が多くなる恐れがあり、 

その結果、斑点米が多くなることが懸念されます。 

このため、例年、斑点米の発生が多い圃場を中心に、補完防除を検討してください。 
 

○ 補完防除を実施する場合は、「収穫開始時期」を考慮するなど、以下を参考にしてください。 

 

 
 

○ 穂揃期７～10日後の薬剤散布（基本防除の２回目）を行った圃場では、 

「基本防除２回目の７～10日後」に補完防除を行います。 

 

○ 「薬剤の使用基準をよく確認」し、収穫前使用日数を厳守しましょう。 

 

 ○ 補完防除の散布薬剤例（いずれも収穫７日前まで） 

スタークル粉剤 DL ３㎏／10a、 スタークル液剤 10 1,000倍 

ダントツ粉剤 DL  ４㎏／10a、 ダントツ水溶剤    4,000倍  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東南村山 

おいしい米づくり情報 

 

補完防除の時期・薬剤 

 

秋の農作業事故防止運動が始まります (9月 1日～10月 31日) 

農作業事故と熱中症に十分注意して作業しましょう！ 

 

 

水田内で 斑点米カメムシ類 が多く確認されています！ 
薬剤の収穫前使用日数等を厳守して補完防除を実施！！ 

  

【アカスジカスミカメ】 【アカヒゲホソミドリカスミミカメ】 


